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(n>N)
より導かれる｡(これにつきる)(その他については省略)
(′､)'tHooftの代数 (省略 ref.2を参照下 さい.)
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益川敏英
し,この結論は正しくない｡ ∂2(o)の項が現われている事からも分るように,この状態は
非常に高エネルギーの状態を表わしており安定でない｡適当な重みで Cについて重ね合せ
る事により∂2(o)の発散は消えてしまい,上記の事からエネルギーは長さに比例すると云
う答は得られない｡たしかにQEDのときはあるpotential場の下でのrandam walkmeasure
について加え合せば∂2(o)の振動はなくなり,｡｡ul｡mbエネルギーで振動することを示す
ことが出来る｡nonabelianの場合はどうなるであろうかo?
['Il)loopmeasureの表現法
単独の loopcに対応したW止sonloopは良い力学変数でないと上記で指摘した｡適当な
loopmeasureで積分しておく必要がある｡これはloopの集合を重みまで含めて生成する
確率過程として表現出来る｡また(ロ)式の第二項は㌔-0で一種のrandam walkを生成す
るのでこの取 り扱いは興味深い｡しかし予定の紙面を大巾に超過しているので,この内容
については別の機会に譲りたい｡(当日はマルコフ過程 として表現する方法について論じ
た｡)
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